
   交通システム整備の方針 
   ～人と環境にやさしい交通システムを実現するために～ 
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５  
１．現況と課題 

１）市内の道路交通の状況 

(１)広域幹線道路の状況 

 国道 1 号、横浜横須賀道路、国道 134 号等の広

域幹線道路が市の外縁部又は外側に位置し、市域

を囲んでいます。さらに高速横浜環状南線の整備

や、横浜湘南道路が都市計画決定され、整備が進

められています。 

 さらに広域的に見ると、首都圏の大動脈となる

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の整備が進め

られており、平成 32年度までに千葉県の一部区間

を除いて、ほぼ開通する予定となっています。こ

れにより、埼玉方面や山梨方面からの自動車の利

便性が飛躍的に高まることから、本市への来訪車

両の増加が予測されます。 

 

(２)道路整備水準 

 都市計画道路の整備水準については、整備済区

間の割合が 81.1％（平成 24 年）（県平均 69.8％）

となっていますが、道路網密度が低く、計画幅員

も狭い状況です。都市計画道路については、見直

し方針を平成 25 年８月に策定し、各路線を【見直

し対象外】【存続】【変更】【廃止】【保留】に分類

しました。 

市内の道路状況は、鎌倉、腰越、深沢、大船、

玉縄と地域ごとに異なっています。 

幅員 12m 以上の道路は少なく、ほとんどの道路

が幅員 12m 未満です。市街地内の道路には、幅員

4m 未満の細街路も多く見られます。道路が狭い等

の理由で、歩道の設置率が低く、歩車が分離され

ていない道路が多いため、市民や観光客が安全快

適に歩きにくい状況です。 

地形上の理由から、谷戸に伸びる行き止まり道

路が多くなっています。また、丘陵部の計画開発

住宅地へのアクセス道路が一本の幹線道路に取り

ついているところが多く見られます。 

 

 

(３)交通需要マネジメント施策 

 交通需要マネジメント施策として、平成 13年度

からパークアンドライドや鎌倉フリー環境手形等

を実施しています。 

パークアンドライドは、鎌倉地域の外縁部の駐

車場に観光目的の車を誘導し、駐車場から鉄道、

バスまたは徒歩により鎌倉地域の中心部へ入って

もらうシステムです。現在、由比ガ浜、七里ガ浜、

稲村ガ崎、江の島の４つの民間駐車場に協力を得

て実施しています。なお、由比ガ浜では駐車場と

鶴岡八幡宮または鎌倉駅東口を結ぶシャトルバス

（フクちゃん号）を運行しています。 

平成 26年度のパークアンドライドの利用台数は

18,894 台、鎌倉フリー環境手形の利用者数は

15,904 人であり、両施策とも利用者が増加するな

どの効果をあげているものの、目に見えた交通渋

滞の解消には至っていません。 

 

(４)道路の混雑状況 

 交通容量に対し、平日、休日共に交通量が多く、

慢性的に混雑していますが、特に休日や夏期の交

通量のピーク時に著しい渋滞が発生しています。 

 主要道路の混雑を避け、生活道路に自動車が流

入する状況（通過交通）が見られます。 

 平成 32年には東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催に伴い、多くの来訪者が本市を訪れるこ

とが予測されることから、自動車利用の抑制や公

共交通への転換を促し、交通渋滞の解消を図るこ

とが必要です。 

 

(５)住宅地内の交通環境 

 休日を中心として鎌倉地域に来訪車両が集中し、

地域における主たる道路が渋滞すると、来訪車両が

生活道路へ侵入し、市民生活に悪影響を及ぼしてい

ます。 
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２）公共交通の状況 

(１)鉄軌道系（鉄道、モノレール） 

 市内に JR、江ノ電、湘南モノレールを合わせて

５つの路線があり、市の規模から見ると充実してい

ます。 

 一方で、休日の江ノ電の観光客による混雑や湘南 

モノレールの通勤時における混雑など、地域公共交

通の輸送力の増強が必要となっています。 

 

(２)バスサービス 

 バスのルートは、ほぼ市内の各所をカバーして

いますが、一部の住宅地ではバス利用が困難な地

域が存在しています。また、サービス水準は高い

ものの、交通渋滞等による定時運行の困難さと運

行速度の低下などが問題となっています。 

 
そのため、鎌倉地域における新規循環バスの試

みとして、これまでの循環バスのルートを逆回り

にした「（通称）スーバ」（鎌倉駅→朝比奈方面→

ハイランド住宅地→大町→鎌倉駅）の社会実験等

を行っています。 

 

３）駐車場 

 休日の観光客や夏期の海水浴客などによる路上

駐車が見受けられます。 

 鎌倉地域においては、駐車場が主要な観光スポ

ットに集中しており、特に観光バスの乗降や客待

ちの駐停車が、渋滞発生の一要因となっています。 

 大船地域では、施設に対応した駐車場が不足し

ています。 

 

図 公共交通と交通不便地域の状況 
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２．考え方 

１）ゆとりとうるおいのある市民生活を実現する

交通計画 

 交通に関する基本理念等を定めた「交通政策基

本法」が平成 25 年 12 月に施行され、国民等の交

通に対する基本的な需要が適切に充足されること

が重要であるという認識が示されています。 

 本市においても、人と環境にやさしい交通の都

市を実現するため、第一に市民の通勤、通学、買

物といった生活における交通環境の向上を図ると

ともに、観光客等の来訪者の交通環境の向上を図

ります。 

 

(１)徒歩と公共交通を中心とした交通ネットワーク

の形成、交通利便性の確保 

 過度に自動車に依存することのない都市を目指

し、高齢者や障害者を含め誰もが安心して歩いた

り、快適に移動できる交通環境の整備を図ります。 

 特に、本市においては高齢化が進行しているこ

とから、公共交通の充実など多様な交通施策を展

開することによって、モビリティ（流動性）やア

クセシビリティ（交通利便性）の確保を図り、ゆ

とりとうるおいのある市民生活を支えます。 

 

(２)市街地の防災性や景観等アメニティの向上への

貢献 

 道路等の交通施設の整備により、市街地の防災

性の向上に貢献すると共に、施設整備に際し、景

観の向上に配慮します。 

 

(３)ライフスタイルの多様化への対応 

 週末に自家用車でショッピングセンターで買物

を済ませる一方で、自動車離れが進むなど市民の

ライフスタイルは多様化しています。このような

多様化に対応した交通システムの整備を図ります。 

 

２）鎌倉市の特性に見合った交通環境整備 

 豊かな歴史や自然環境、緑による市街地の分節、

休日の観光交通の集中、鎌倉時代からの市街地構

造を今に残す鎌倉地域という市の特性を踏まえた

交通環境の整備を図ります。そのため、幹線道路

の整備や公共交通の充実を図るとともに、交通需

要マネジメント施策の実施による自動車利用の抑

制を行います。 

 一方、市民生活や防災性の向上のために必要な

道路の整備については、優先的に取り組みます。

新たな道路整備にあたっては、必要性や効果を検

討し、市民との合意形成を図りながら進めます。 

 鎌倉地域においては、道路等の物的な施設整備

による対応が難しい面もあるため、地域の特性に

ふさわしい交通需要マネジメント施策の導入によ

り、市民生活への影響の低減を図ります。 

 

(１)低炭素まちづくりへの貢献 

 自然環境の保全や省エネルギー・省資源を実現

し、都市の低炭素化等環境への負荷を軽減する交

通システムを検討します。 

 

(２)休日や夏期の観光交通への対応 

 休日や夏期に鎌倉地域へ流入する観光交通の交

通渋滞等に対して、交通環境を改善し、観光都市

としての魅力の向上と良好な生活環境の維持を図

ります。 

 

(３)既存施設の有効活用 

 効率的な交通システム整備を進めるため、改良

等による既存施設の有効活用と交通情報システム

の整備を図ります。 

 

(４)防災・減災まちづくりへの貢献 

 沿岸地域における津波襲来時の避難路や、市街

地における延焼拡大の防止、緊急車両の通行等、

防災・減災に資する道路整備を図ります。 

 

３）活力維持のための骨格的交通網の整備 

(１)外周の骨格的な道路の整備強化による広域交

通の処理 

 市内に流入する通過交通が多く、交通環境を一

層悪化させていることから、周辺の広域幹線道路

の整備を進め、通過交通を排除します。そのため、

県のかながわのみちづくり計画を基本とし、その
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整備効果を十分に享受し、かつこれを補完する観

点からの道路整備を進めます。 

 大船・深沢を中心に腰越まで含めた地域では、

広域幹線道路へのアクセス向上を図り、自動車交

通に効果的に対応した交通体系を整備します。 

 

(２)緑により分節化された市街地構造を支える交

通の整備 

 鎌倉、大船、深沢、腰越の拠点間を結ぶ交通や

緑により分節化された市街地を結ぶ交通を整備し

ます。 

 

４）地域ごとの対応 

 古都継承地域（鎌倉）、都市地域（腰越、深沢、

大船、玉縄）の状況に応じた対応を図ります。 

 

(１)「古都継承地域」における歴史的市街地にふさ

わしい交通環境の実現 

 古都継承地域においては、自動車利用を抑制し、

歴史的市街地にふさわしい交通環境を実現し、歴

史的環境・自然環境の保全、安全で快適な観光の

実現、市民生活への影響の低減を図り、市民の交

通環境を改善します。 

 

(２)「都市地域」における自動車交通の処理 

 都市地域においては、市民の交通環境の向上を

図るための道路整備を行います。 

 東海道本線沿いの地域では、大船や深沢の拠点

整備等に合わせて、将来の鎌倉の活力を創造する

ため、自動車交通に対応した交通体系を目指しま

す。 

図 地域ごとの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３. 具体的な方針 

１）骨格的な幹線道路の整備 

(１)外周における骨格的な幹線道路整備 

 周辺市における道路整備との整合を図りつつ、

本市の外周に骨格的な道路を確保します。 

 

①国道 134 号 

 海岸部の広域交通機能を強化するため、市街地

と海岸を分断しないように配慮し、かつ植栽等に

よる海岸部の景観や環境向上、防災・減災対策と

合わせて、国・県及び周辺都市と調整を図りなが

ら、国道 134 号の機能強化を図ります。 

 

②高速横浜環状南線 

 国・県、周辺都市及び道路事業者と調整を図り

ながら、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一

部を形成する高速横浜環状南線の工事の推進を図

ります。 

 

③横浜湘南道路 

 国・県、周辺都市及び道路事業者と調整を図り

ながら、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一

部を形成する横浜湘南道路の工事の推進を図りま

す。 

 

④横浜藤沢線 

 県、横浜市及び藤沢市と協調しつつ、整備の促

進を図ります。 

 

(２)都市計画道路の効率的な整備 

 都市計画道路の見直し方針を踏まえ、都市計画

変更の手続を進めていきます。また、整備計画の

作成を進め、段階的な都市計画道路の整備を図り

ます。 

 

《由比ガ浜関谷線》 

 都市計画道路の見直し方針において、【保留】と

なっている由比ガ浜関谷線（藤沢鎌倉線〜横浜鎌

倉線合流部）については、ルート及び形式等を変

更の上、存続とします。具体的なルートや形式等

については、今後策定が予定されている交通マス



78 

タープラン等で検討します。 

 

(３)市の西部を通過する骨格的な幹線道路の整備

検討 

 大船駅周辺及び深沢地域国鉄跡地周辺の拠点整

備及び海岸部の交通機能強化に対応するため、市

街地環境や緑の保全、市街地の分断、沿道の修景・

景観形成に配慮しつつ、海岸部から深沢地域国鉄

跡地周辺を通り、高速横浜環状南線方面に抜ける

骨格的な幹線道路の整備を検討します。 

 この道路は、海岸部や丘陵部から深沢、大船方

面へのアクセス向上、鎌倉地域への自動車流入抑

制といった効果を持ちます。 

 具体的なルートや構造については今後検討を行

い、市民等に対して、その必要性・整備効果を十

分説明し、合意形成を図った上で、具体的な都市

計画としての手続を進めます。 

 
図 骨格的な幹線道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）鎌倉地域における交通需要マネジメント施策

の推進 

 市民の安全で快適な生活を実現するため、鎌倉

地域においては、道路の交通容量範囲内に自動車

交通需要を抑えます。骨格的な幹線道路の整備に

より鎌倉地域を通過する交通を処理する一方、交

通需要マネジメント施策を実施します。同時に、

歩行者空間の整備による歩く市民生活、歩く観光

の促進、鎌倉地域の外縁における観光需要に対応

する駐車場整備（パークアンドライド駐車場）、ロ

ードプライシング等の自動車利用の抑制策及び公

共交通の利用促進等を図ります。 

 交通需要マネジメント施策については、以下の

ようなメニューが考えられます。今後策定が予定

されている「鎌倉地域の地区交通計画」（平成 28

年度策定予定）等と連携しながら、関係機関との

協議を行うとともに市民との合意形成を図りつつ、

交通社会実験等を行い、その結果を踏まえ、実現

性や効果を検証し、最も効果的な方法により取り

組んでいきます。 

 

【施策例】 

①公共交通への転換方策 

ア．パークアンドライド 

 現在運用しているパークアンドライド駐車場は

全て海浜部に位置しており、夏期は運用していな

いなどの課題があることから、新たな駐車場の整

備（深沢地域国鉄跡地周辺や大船駅周辺等の民間

駐車場の活用等）について検討します。 

 

イ．シャトルバス（ミニバス） 

 パークアンドライド駐車場と観光拠点等を結ぶ

シャトルバス（ミニバス）について、由比ガ浜地

下駐車場〜鶴岡八幡宮以外のルートも検討します。 

 

ウ．鎌倉フリー環境手形 

 利用できる交通機関の拡大や地域の活性化方策

（割引店舗の充実等）の連携など、サービスの充

実と利便性を高めるため、スマートフォンのアプ

リケーション等を活用した運用等、電子化の拡充

を検討します。 

 

②その他の施策 

 歩行者尊重道路※1 やゾーンシステム※2 等につい

て、検討します。 

※1 歩行者尊重道路とは、自動車の速度抑制や通過交通対

策等の自動車利用を抑制する対策に合わせて、歩行環境

を整備する道路のことです。 

※2 ゾーンシステムとは、地区をいくつかのゾーンに分割

し、自動車の自由な出入りやゾーン間の移動を制限する

ことにより地域への通過交通の流入を防止する施策のこ

とです。 
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３）公共交通の維持・充実 

 以下のような多様な視点から、事業者や関係機

関等と調整し、「地域公共交通活性化再生法（改正）」

（平成 26 年 11 月施行）を活用するなど公共交通

を維持・充実させ、公共交通間の連携強化、公共

交通と徒歩、自転車交通との接続充実を図ります。 

・誰にもやさしい交通環境の整備（自動車を運転

できない高齢者や障害者の移動を支える） 

・自動車交通の抑制による環境負荷の軽減 

・観光交通への対応 

・交通需要マネジメント施策との連携 

・交通不便地域の解消 

・人口減少等による利用者の減少への対応 

 

(１)鉄道やモノレールのサービスの維持・向上 

①輸送力の維持・増強 

 JR 東海道線・横須賀線・湘南新宿ライン、江ノ

電、湘南モノレールの運行本数の維持・増加など

を事業者に要請します。 

 

②駅の交通結節点機能の強化 

 JR、江ノ電、湘南モノレール各駅について、駅

前広場の設置や改善整備、駐輪場の整備・充実、

エスカレーター・エレベーターの設置等を引き続

き推進します。また、鉄道とバスの接続向上等バ

スサービスとの一体化を促進します。 

 

③新駅の設置検討 

 県及び藤沢市と連携し、JR 東海道本線の大船駅

と藤沢駅の中間における、新駅設置の検討を進め

ています。 

深沢地域国鉄跡地周辺と藤沢市村岡地区を一体

としたまちづくりを進める中で、新駅の設置によ

り、深沢地域の魅力の向上や交通ネットワークの

形成への寄与等が期待されます。 

 

(２)バスサービスの維持・向上 

①バス路線網等の充実 

 バス路線の整備により市内の交通不便地域は解

消されつつあるものの、未解消の地区や高齢化へ

の対応のため、さらなる利便性の向上を目指し、

路線・料金・運行本数等について充実を図ります。 

②デマンドバス化 

 利用者のニーズにきめ細かく対応できるように、

必要と可能性に応じて、デマンドバス（呼び出し

型）サービスの実施を検討します。 

 

③バスの定時性の確保 

 バスの定時性の確保に向け、バス優先レーンを

実施している鎌倉参道線の４車線区間において、

バス専用レーンについて検討します。 

 

④バス環境の充実 

 バスの利便性を向上するために、停留所の整備、

バスロケーションシステム（携帯電話やスマート

フォン等からバスの運行状況の確認が可能等）の

導入について検討するとともに、高齢者、障害者

等が利用しやすい低床バスの導入を促進します。 

 

(３)新たな公共交通手段の検討 

 交通不便地域への対応や丘陵部における移動、

渋滞緩和、回遊性の向上、環境負荷の低減等を念

頭に、市民や観光客の移動に寄与するように、超

小型モビリティ※等の新たな交通手段の活用の可

能性と市の支援のあり方について検討します。 

※超小型モビリティとは、自動車よりコンパクトで小回り

が利き、環境性能に優れ、地域内の手軽な移動手段とな

る１人～２人乗り程度の車両のことです。 

【超小型モビリティの導入例】 

・丘陵住宅地において超小型モビリティを共同利

用するために、丘の入口に共同駐車場を整備し、

一般車と超小型モビリティのパークアンドライ

ドを行う。これにより、丘の上の狭い道路も安

心して通行することが可能となる。 

・観光客向けに、超小型モビリティの貸し出しを

行う（レンタサイクルの小型車版）。 

・一般車、自転車及び歩行者と超小型モビリティ

等が共生できる道路の整備 等 

 

４）快適な歩行者・自転車ネットワークの整備 

 市民や観光客が自家用車に頼らず快適に歩けた

り、自転車を利用できるように、高齢者や障害者

の利用に配慮し、誰にもやさしい歩行環境を実現

します。主に鎌倉、大船、深沢の都市拠点に関わ
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る歩行者・自転車ネットワークを整備します。ま

た、その他の鉄道駅やモノレール駅、主要バス停

の周辺などの日常生活の拠点となる地域について

も、歩行者・自転車ネットワークの整備について

検討します。 

 

(１)主要な道路における歩行者空間の整備 

 歩行者の多い道路については、歩道の設置や拡

幅を検討すると共に、代替経路についても検討し

ます。 

 

(２)歩く道の整備 

 市民や観光客が歩くことを楽しめるように、河

川や海岸部、緑地や丘陵部において、プロムナー

ドや散歩道等を整備します。 

 また、「歩くまち」の PR を一層充実し、「歩く楽

しみがある鎌倉」というイメージを定着させます。 

 

５）住宅地内の交通環境の向上 

 住宅地の静かな環境を守り、防災性を高め、市

民が安全で快適に生活できるように住宅地内の交

通環境の向上を図ります。 

 

(１)生活道路の改善 

 住宅地の身近な生活道路については、自動車利

用の抑制策や公共交通への転換策と併せて、ハン

プの設置等により、車の走行速度を抑え、歩行者

の安全確保を図ります。 

 また、地域の主要な自動車の動線となっている

道路や緊急車両の新入が必要な道路等の重要な道

路について、拡幅整備を推進します。 

 

(２)行き止まり道路の解消 

 行き止まりの谷戸やアクセス道路が 1 本しかな

い丘陵の計画開発住宅地については、災害時の 2

方向避難を確保するため、通過交通の排除に留意

しつつ、通り抜け道路や新たなアクセス道路の整

備を検討します。 

 

６）地域間を結ぶ主要道路の整備 

 沿道の土地利用の誘導や景観向上に配慮しつつ、

防災性を高め、拠点を支える道路や分節化された

市街地を結ぶ道路、市内と市外を結ぶ主要な道路

を整備します。また、円滑な道路交通を確保する

ため、交差点改良等必要な道路整備も行います。 

 

(１)都市拠点周辺の道路整備 

 拠点整備に併せ、歩行者空間等を確保します。 

①大船駅周辺 

 大船駅周辺に集中する自動車による交通渋滞の

緩和を目指して、権利者との合意形成を図りなが

ら、未整備の都市計画道路を含めた周辺の道路整

備を行います。また、歩行者と自動車が安全に通

行できるように、踏切整備について引き続き関係

機関等との協議・調整を図ります。 

 

②深沢地域国鉄跡地周辺 

 深沢地域国鉄跡地周辺の整備に伴い発生する自

動車交通処理のため、周辺道路の機能強化を図り

ます。 

 

③鎌倉駅周辺 

 交通需要マネジメント施策の実施と併せて、交

差点改良等の必要な道路整備を行います。 

 

(２)拠点間を結ぶ道路整備 

 各拠点の求心性を高めるため、また、拠点間の

連携を強化するために、拠点間を結ぶ幹線道路及

びフィーダー道路（幹線道路につながる支線道路）

の整備を図ります。合わせて、拠点へのアクセス

を確保する公共交通の充実を図ります。  

 

(３)市内と周辺市を結ぶ道路整備 

 鎌倉市と横浜市、藤沢市、逗子市を結ぶ道路の

整備を図ります。 

 

７）駐車場の整備 

 交通需要マネジメント施策の実施及び拠点とし

ての土地利用や機能集積上必要な駐車場を市街地

整備等に併せて整備するとともに、既存の駐車場

の有効利用を図ります。なお、駐車場の整備にあ

たっては、緑等の自然環境の保全や良好な景観形

成に留意します。 
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８）駐輪施設の整備 

 自転車交通が集中する拠点駅周辺においては駐

輪施設の充実を図りながら、駅周辺の違法駐輪等

の整序化を図るとともに自転車利用を促進します。 

 

９）総合的な交通情報システムの整備 

 道路の渋滞状況や駐車場の利用状況、バスの運

行情報等の必要な情報が手軽に迅速に入手できる

ように、新たな情報通信技術（ICT 等）の多面的な

活用を図り、適切な情報を提供するシステムを整

備します。 

 

10）地域ごとの対応 

 地域ごとの対応については、次ページに示しま

す。 
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表 地域ごとの対応 

地域 公共交通の維持・充実 
快適な歩行者・自転車ネットワーク

の整備 
駐車場の整備 

鎌倉 

居住者や観光客に対応する

バスサービスの充実を図り、自

家用車利用から公共交通及び

徒歩・自転車の利用への転換を

促します。 

 寺社等を回る歩く観光や主要な

公共公益施設へのアクセスに対応

した歩行者空間を整備します。ま

た、歩いて買物を楽しめるように、

商店街の歩行者空間を整備します。 

 海岸沿いの散策が楽しめるよう

な歩行者空間の整備を図ります。 

 鎌倉地域の外縁部において、パークアンドライド駐

車場を整備します。この駐車場整備により、地域内の

交通渋滞の緩和といった効果を期待します。 

 また、地域内においては、自動車交通需要を引き起

こす駐車場の整備を極力抑制する一方、日常の買物、

業務目的の駐車需要に対しては適切な駐車場を設置し

ます。 

 長谷地区、北鎌倉地区においては、新たな駐車場整

備を行うのではなく、鎌倉地区を中心としたパークア

ンドライド駐車場＋公共交通システムの導入、ロード

プライシングの検討等と一体となった交通需要マネジ

メント施策で対応します。 

 また、海岸部における夏期の駐車需要には、臨時駐

車場と公共駐車場で対応することを基本としつつ、不

足分については公共駐車場の整備を検討します。 

腰越 
鎌倉地域及び深沢地域と結

ぶ公共交通の充実を図ります。 

 腰越拠点の魅力を高めるため、江

ノ電沿いの道路の歩行者環境の整

備を図ります。 

 海岸沿いの散策が楽しめるよう

な歩行者空間の整備を図ります。 

 地元商店街など、腰越地域の活性化に役立つ駐車場

の整備を検討します。 

 

深沢 

東海道本線の新駅構想を視

野に入れ、鉄道、モノレール、

バス等多様な交通手段の選択

性をいかした複合交通拠点の

整備を図ります。 

 深沢地域国鉄跡地周辺の整備に

際し、歩道、公園の園路、街区間の

歩道状空間の活用を図り、安全性が

高く、豊かで快適な歩行者ネットワ

ークを整備します。また、県道腰越

大船線、市道大船西鎌倉線を結ぶ自

転車ネットワークを整備します。 

 深沢地域国鉄跡地周辺の整備に合わせて、民間事業

者との連携を図り、パークアンドライド駐車場の整備

を検討します。 

大船 

市街地再開発事業と連携し

た交通結節性の強化を図りま

す。 

 大船駅周辺は、商業地としての魅

力を高めるような駅周辺の買物や

業務に対応した歩行者空間を整備

します。 

 大船駅周辺においては、既存の駐車場を効率的に利

用するためのシステム整備を行うとともに、市街地整

備と合わせて積極的に買物、業務、観光需要に対応す

る駐車場の整備を推進します。 

玉縄 
大船駅と玉縄地域を結ぶバ

スサービスの充実を図ります。 

 玉縄城跡や寺社等の地域観光資

源をつなぐ歩行環境の整備を図り

ます（玉縄トレイル等）。 

（同上） 
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図 交通システム整備の方針 

 


